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最大約 18ｍの津波来襲
最高遡上到達点 37.8ｍ
死者数… 37 人（村民 28 人村外９人）
行方不明者数…０人
※震災当時の人口　4,849 人

住家被害… 515 棟
（ 全壊 311 棟 / 大規模半壊 136 棟 / 半壊 32 棟 / 一部損壊 36 棟）
※震災当時の世帯数　1,674 世帯

野田村の被害状況

平成 23 年 3 月 11 日　14 時 46 分頃、岩手県野
田村は、東日本大震災により震度５弱を記録し、
その後最大約 18m の津波が来襲、本村の住家約 
1/3 が被害を受けるとともに、漁業や商工業な
どに甚大な被害を受けました。
かけがえのない尊い生命と貴重な財産を奪われ
るとともに、中心部にある商店街や住まい、働
く場、交通網、漁港など広範囲にわたり壊滅
的な被害を受け、社会経済活動に甚大な被害
をもたらしました。

復興期　平成 24 年度～平成 27 年度　４年間
発展期　平成 26 年度～平成 32 年度　７年間

震災の記憶（平成 30 年 6 月発行）  製作：野田村観光協会・野田村
野田村のキャラクター のんちゃん

鮭の稚魚

主な公共施設の被害
● 庁 　 舎 　 等 床 上 浸 水：役場庁舎
● 社会教育施設 大規模半壊：生涯学習センター（兼図書館）
 半　　　壊：総合センター
● 保健医療施設 全　　　壊：保健センター、診療所施設
● 老人福祉施設 全　　　壊：グループホームことぶき
● 児童福祉施設 全　　　壊：野田村保育所
● 村 営 住 宅 全　　　壊：旭町住宅
 大規模半壊：泉沢住宅
● 消 防 施 設 全　　　壊：３ヵ所／床上浸水：１ヵ所
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野田村役場
http://www.vill.noda.iwate.jp/

●震災復旧・復興についてのお問合せ等
　野田村役場  TEL：0194-78-2111
●観光・野田村観光パンフレットの資料請求等
　野田村役場  産業振興課  TEL：0194-78-2926

第１堤防（防潮堤）復旧・嵩上げ 第２堤防（三鉄、国道）既存 第３堤防（盛土）新設

野田村観光協会
http://www.noda-kanko.com/

●震災ガイドについてのお問合せ等
　野田村観光協会  TEL：0194-78-2012
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  又は国道 45号）

（海抜 14ｍに嵩上げ）
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野田村中心部の復興イメージ図
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● 津波防災施設等は、防潮堤（海抜14 m）、建設海岸堤防（三
 陸鉄道北リアス線・国道45号）（海抜7.8m）、 盛土（海抜8m
 ～12 m）で 安全性を高めます。
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爪痕が残る米田水門（22.5ｍ）
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海岸部 中心部

津波は普代村の堀内漁港に襲いかかり、そのしぶきは国道

45 号まで登りました。その後、津波は白い水しぶきを上

げながら３時 30 分過ぎに野田漁港を襲い、多くの船や市

場、工場などの建物を押し流し、あっという間にすべてを

飲み込みました。村中心部の防潮堤を見ると、第一波がひ

くと同時に、防潮堤に大きな亀裂が入っているのが見えま

した。第二波は、第一波が引ききらないうちに防潮堤を襲

い、防潮林よりもはるかに高い波しぶきをあげて、防潮堤

を飲み込みました。最も高い波だった第三波は 12 メート

ルある港地区の防潮堤を軽々と乗り越え、避難場所の御台

場公園にあと数メートルというところまで迫りました。

御台場公園に避難していた住民が下に降りられたのは夕方

６時頃でした。

大津波、そのとき ——

（野田村役場広報）

これまで住民を守ってきた防潮堤は破壊され、村内４つの漁港・関係施設が壊滅的な被害を

受けました。下安家地区では村道橋が落ち地域が分断。国道や県道も通行止めになりました。

商店街の大半が倒壊や浸水の被害にあったほか、田畑も海水につかり、経済的損害は想像を

絶するものがありました。現在は中心部の宅地は嵩上げされ、住宅の再建も進んでいます。

野田漁港

十府ヶ浦
防潮堤

道の駅

久慈市

普代村

野田村

役場

堀内駅

野田玉川駅

国民宿舎

中心商店街

役場

三
陸
鉄
道中心商店街

大鳥居

本町通

8

5

6

7

1
2
3

陸
中
野
田

2004.8
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地層が語る ー 繰り返す津波災害
　太平洋に面する野田村は過去幾度も大きな津波災害に見舞われていま
す。それは人類が誕生するより遥か以前からでした。
　震災後、野田村内の海岸域に露頭する地層（津波堆積物）に、7000
年の間に 18回もの津波が押し寄せたとみられることを示す地層が確認
されました。平均すると、約 400 年に一度は岩手県沿岸に巨大津波が
押し寄せてきたことになります。しかしこれはあくまで巨大津波であり、
最近の約 100 年の間に５回も津波が発生しています。いずれも、同じ
間隔で来るわけではないので、いつ起こるかはわかりません。油断せず、
日頃から備えておきましょう。

← 白っぽい部分は大噴火で十和田から飛んできた火山灰で、これが 5400
年前という目安になります。上部には西暦869年の巨大地震「貞観（じょ
うがん）地震」また 1611年の「慶長三陸津波」の跡とみられる地層も
確認されています。

震災遺構「米
まいた
田歩道橋」

　この震災遺構は、前方の一般国道 45号の水門部に架設されていた米
田川を渡る歩道橋の一部です。2009 年 6月に完成した歩道橋ですが、
2011年3月11日の東日本大震災の津波により破壊され流失しました。
東日本大震災津波の事実と教訓を伝承するため、三陸鉄道北リアス線　
十府ヶ浦海岸駅向かいにある十府ヶ浦公園内に設置されています。

東日本大震災大津波記念碑
　本村は、過去にも津波による大惨事を経験していますが、東日本大
震災によって久慈広域圏で最大の人的被害がありました。過去の教訓
や「命を守る行動」の大切さが十分に伝承されてこなかったことは、
本当に悔やまれてなりません。この津波記念碑の建立で、過去の教訓
とともに命を守る行動が後世へ末永く伝承されることが期待されます。

津波からの安全な避難
　東日本大震災の際、野田村保育所では地震後ただちに避難をはじめ、
避難場所に着いた後もより高い場所へ避難し、園舎が流失しながらも
園児と先生方など約 90名全員が津波から身を守ることができました。
　ひとりひとりが自分の命を守るために、てんでんばらばらにでも高
台へ避難するよう、日頃から備えておくことが大切です。（津波てんで
んこ）そのことが、周りの人の命を救うことにも繋がります。

津波の歴史が克明に記録した野田村米田海岸の津波堆積物

教訓は子どもたちにも。その孫への伝承も期待されます

毎月の避難訓練で、日頃から避難方法を理解し災害に備えます

津波の威力や脅威を伝え、防災の意識を高めます



2011年

3 月11日

3 月12日
3 月16日
3 月28日

4 月 2 日
3 月～4 月
4 月10日
4 月17日
4 月28日
5 月14日
6 月30日
7 月 3 日
7 月 6 日
7 月31日
10月 4 日
10月20日
11月 6 日
11月30日
11月30日
12月 3 日

14時46分、宮城県沖でMw9.0の大地震が発生、
東日本沿岸に大津波が発生
村内11カ所の避難所に912人が避難
三陸鉄道久慈－陸中野田間運転再開
全行方不明者の捜索完了
診療所が村総合センターで診察再開
村内全域の電話復旧
電気・水道・下水道が概ね復旧
国道45号全線通行可能
村東日本大震災慰霊祭・合同葬儀
第１回災害義援金振込
野田中学校応急仮設住宅の入居開始
全・応急仮設住宅完成（5箇所・213戸）
全 11箇所の避難所閉鎖
野田漁港市場仮復旧
体育館での支援物資配布が終了
下安家漁協の復旧
自営定置網の初網起こし
仮設店舗 第１号オープン
下安家漁協さけ・ます増殖施設復旧
野田漁港市場復旧
中心部 仮設店舗 オープン

2012年

2 月
4 月
6 月
8 月
8 月
11月

のだ塩工房 再建・火入れ
三陸鉄道 陸中野田－田野畑間運行再開
米田地区に災害ゴミ中間処理施設が完成
「おしかわ内科クリニック」再建
野田まつり（旧・のだ観光まつり） 再開
野田村保育所 開所

2013年 4 月 災害公営住宅（門前小路第1団地）入居開始

2014年
1 月
4 月
5 月

米田・南浜地区高台団地　宅地分譲の開始
三陸鉄道 全線運行再開
村震災ごみ（16万 7,336トン）の処理完了

2015年

3 月
4 月
12月

東日本大震災津波岩手県・野田村合同追悼式
城内地区高台団地宅地分譲の開始
テナント・交流施設「野田村リメンバーホープヴィ
レッジねま～る」完成

2016年
3 月
8 月

村の全・災害公営住宅完成（100世帯）
久慈消防署野田分署　落成
台風10号被害の発生

2017年

3 月

6 月

三陸鉄道　十府ヶ浦海岸駅開業
北区コミュニティセンター完成
野田村保健センター完成
漁業集落防災機能強化事業　完了
土地区画整理事業完工
村の全・応急仮設住宅供与期間終了

2018年 3 月 都市公園事業（津波防災緑地）事業完了

震災からのあゆみ（主なもの）

村内11ヶ所の避難所に最大 912人が避難

村内５箇所・213戸の仮設住宅が完成

2016年には災害公営住宅100戸が完成

2011年12月に完成した仮設店舗

土地区画整理事業により移転、公園に

テナント・交流施設「ねま～る」
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をもたらしました。
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主な公共施設の被害
● 庁 　 舎 　 等 床 上 浸 水：役場庁舎
● 社会教育施設 大規模半壊：生涯学習センター（兼図書館）
 半　　　壊：総合センター
● 保健医療施設 全　　　壊：保健センター、診療所施設
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●観光・野田村観光パンフレットの資料請求等
　野田村役場  産業振興課  TEL：0194-78-2926

第１堤防（防潮堤）復旧・嵩上げ 第２堤防（三鉄、国道）既存 第３堤防（盛土）新設

野田村観光協会
http://www.noda-kanko.com/

●震災ガイドについてのお問合せ等
　野田村観光協会  TEL：0194-78-2012
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野田村野田村

安全・安心で活力あるむらづくり

防災まちづくり
生 活 再 建
産 業・ 経 済 再 建

第１堤防　防潮堤

盛土（第３堤防）　〈新設〉

陸中野田駅

県道付け替え

ＩＣ設置
予定

野田漁港

第２堤防　建設海岸堤防
（三陸鉄道北リアス線
  又は国道 45号）

（海抜 14ｍに嵩上げ）

土地区画整理事業

高台移転地

都市公園

（海抜 7.8m）

（海抜 8 ～ 12m）

野田村中心部の復興イメージ図

45

高台移転地

● 津波防災施設等は、防潮堤（海抜14 m）、建設海岸堤防（三
 陸鉄道北リアス線・国道45号）（海抜7.8m）、 盛土（海抜8m
 ～12 m）で 安全性を高めます。

 

移転
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断面イメージ断面イメージ

震災直後 震災直後 震災直後

新たな防潮堤の建設


